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交通ネットワークの専門家の予測として
多くのマスメディアに取り上げられています。

東京五輪開催時の鉄道混雑状況
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東京五輪開催時の鉄道混雑状況 ＜中央大教授＞首都圏広域シミュレート
議連「五輪開会日を祝日に」　法改正案の来年提出を確認
東京から始まるモビリティー改革、世界を先導する
五輪 交通網パンクに策　20 年限定　祝日大移動
東京五輪から始まる交通革命
五輪 朝の通勤大混乱？中央大教授が試算　観客移動と重なり「電車立ち往生」
東京五輪でＪＲ、地下鉄、私鉄　大混雑リスト
五輪に鉄道網は耐えられるか　朝ラッシュ、ほぼ全線止まる恐れ
東京五輪、電車立ち往生「大混乱」の試算　競技集中日に
20 年五輪開催中　専門家が予測　東京駅利用客 2 割増
東京五輪で鉄道混乱…駅から人があふれる恐れ
＜私見卓見＞中央大学教授（交通ネットワーク）田口東　東京五輪は通勤混雑緩和の好機
五輪通勤「時差ビズ」を　鉄道網　パニック必至
五輪期間　ラッシュ懸念　観戦客　最多 65 万人　電車増発余裕なし
＜東京五輪　朝のラッシュ＞「乗車率 200％」電車 1.5 倍に
中大教授が試算　通勤時に観客移動　五輪中鉄道大混雑に
20 年東京五輪は…電車が混む　中大教授試算　乗車率 200％が 1.5 倍
東京五輪　暑いわ、混雑するわでどうなるの？！　中央大・田口教授が試算　乗車率 200％超が 1.5 倍に
＜中央大教授が試算＞東京五輪期間中　朝の鉄道　大混雑
＜中大教授試算＞五輪の朝　鉄道大混雑　東京駅は滞留者 2 倍に
＜大丈夫か、東京五輪！？＞①交通問題　都心の主要駅はパンク寸前！大混乱から逃れる方法とは
観光立国に落とし穴－電車も宅配も滞る「混雑五輪」高まる懸念
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＜テレビ＞

　田口教授は、通勤ラッシュ時の交通混雑問題について情報工学科

の研究領域の一分野である「オペレーションズ・リサーチ」の知見

を活かした研究を進め、通勤時の混雑に東京五輪の観戦客が加わっ

た時の過剰な混雑と駅構内の大きな滞留に警鐘を鳴らしてきました。

　東京首都圏では、1 日に約 47,000 本の電車が運行し、通常、主に

通勤・通学のために約 800 万人が利用しています。このうえに、多

い日は約 65 万人と予想される東京オリンピック観戦客が加わった

とき、体が触れ合い相当な圧迫感がある「乗車率 200％」の電車が、

午前 6 時～ 9 時に現在の 1.5 倍に増え、東京や新宿など、滞留者数

が 2 倍以上に膨らむ駅が続出するとの試算結果が出ました。田口教

授は、競技会場周辺においては会場到着時刻とアクセス駅の分散が

効果的で、幹線・大規模駅に対しては、通常客の削減が適切である

としています。その上で、混雑を避けるという守りではなく、前者

では新規顧客を獲得して大きな商機を活かす、後者ではテレワーク

を進めて通勤客の日常生活を変革するように、「2020 年東京オリン

ピック・パラリンピック大会を社会を変える理由付けとする」積極

的な姿勢が大切であると述べています。本研究成果には高い関心が

寄せられ、新聞・雑誌・テレビ・インターネット媒体 45 件以上のメ

ディアで取り上げられています。
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【 専門分野 】
オペレーションズ・リサーチ

【研究テーマ】
通勤電車の遅延計算モデ
ル、首都圏電車ネットワー
クに対する実時間利用者流
動推計システム、交通計画
におけるオペレーション
ズ・リサーチの応用
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